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材選択の基準、指導法」について、第 1、 2学年では「 2．児童は自分の自由に思いつく旋律





































　このように創造的表現は作曲とイコールではなかった。「第Ⅳ章 音楽経験の指導法 Ⅴ 創造




　そして「 2  創造的表現指導の方法ならびに指導上の注意」において、創造的表現の指導の


















































































　昭和33年版学習指導要領の「第 3  指導計画作成および学習指導の方針 2（4）創作」において、
各領域と密接な関連のもとに指導されなければならないこと、低学年においては即興的に周囲
の音を模倣することから始め、学年が進むに従って、順次、模作から創作へと発展するように





歌う（第 2学年）、Ｂ周囲の物音のリズムの模倣（第 1学年）→それを音楽的に表現する（第 2学年）、
Ｃ簡単なことばの即興的な歌問答（第 1学年）→同様にリズム問答をする（第 2学年）→しりとり遊
びをする（階名唱などで、第 3～ 6学年）、Ｄ短いことばに即興的に節づけして歌う（第 2学年）→ 4
小節程度（第 3～ 4 学年）→ 8 小節程度（第 5～ 6 学年）、Ｅ 4小節程度の短い旋律を即興的に歌う













表現をする基礎的能力を養う、 2） 字の上がり下がりを見ながら歌う、 3） 歌問答、 4） リズ
ム問答の 4つの視点から述べている（17）。
　 1） について、第 1学年では、歌唱教材《うみ》において「ざぶーん ざぶーん」という波





































































（22）。創作について、特段新しい活動は見当たらないが、特筆すべきは、第 1、 2 学年とも、




















第 6学年の教科書には、「世界の民謡と子どもの歌」が鑑賞に取り上げられ、第 1学年から 6
学年の教科書に掲載された世界の民謡と子どもの歌のタイトルが再掲されている。注目すべき
はその国名で、ドイツの曲が 6曲、フランス 1曲、イタリア 1曲、スペイン 1曲、スイス 1曲、



















る他、鑑賞教材として 4曲挙げられ、遊びを伴っている。第 2学年には、わらべうたが 2曲掲
載されている他、鑑賞教材としても 3曲挙げられ、言葉にわらべうた風の旋律をつける練習や、
リズムのリレーが掲載されている（31）。第 3 学年では、日本のわらべうた 4曲（日本古謡を含む）
の他、鑑賞教材としてイギリス、アメリカ、ドイツのわらべうた 3曲が掲載され、創作の活動
としては、従来のように楽譜に従ったリズムのリレー、歌詞に合わせて旋律の続きをつくる活
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